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推
薦
の
言
葉

日
本
は
歴
史
的
に
夥
し
い
都
市
大
火
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
国
で
あ
り
、
遠
く
江
戸

時
代
か
ら
都
市
大
火
の
撲
滅
が
悲
願
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
か
ら
は
西
洋
の
都
市
に

倣
っ
た
不
燃
都
市
の
建
設
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
資
金
的
・
技
術
的

な
困
難
の
た
め
都
市
不
燃
化
事
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大

震
災
で
は
未
曾
有
の
大
火
災
被
害
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り

遥
か
に
甚
大
・
深
刻
な
火
災
被
害
は
日
米
戦
争
に
お
け
る
米
軍
空
襲
に
よ
る
火
災
で

あ
っ
た
。
灰
燼
に
帰
し
た
日
本
全
土
の
都
市
の
惨
憺
た
る
有
り
様
は
、
国
民
に
と
っ

て
言
葉
で
表
せ
な
い
ほ
ど
の
衝
撃
で
あ
り
、
以
前
に
も
増
し
て
都
市
不
燃
化
へ
の
思

い
を
切
実
な
も
の
に
し
た
。

都
市
不
燃
化
同
盟
は
昭
和
二
二
年
、
建
築
学
会
に
設
置
さ
れ
た
都
市
不
燃
化
促
進

委
員
会
に
お
け
る
田
辺
平
学
の
提
唱
に
始
ま
る
。
こ
の
同
盟
の
目
的
は
都
市
不
燃
化

に
つ
い
て
の
国
民
的
関
心
を
高
め
、
防
災
技
術
者
と
行
政
が
協
力
し
て
、
戦
災
で
破

壊
さ
れ
た
日
本
の
都
市
を
防
火
的
で
文
化
的
な
都
市
と
し
て
再
建
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
同
盟
は
、
呼
び
か
け
に
応
じ
て
参
加
し
た
関
連
学
・
協
会
、
自
治
体
、
企
業
な

ど
を
会
員
と
し
て
、
昭
和
二
三
年
に
発
足
し
た
。
ま
た
政
界
も
こ
れ
に
迅
速
に
呼
応

し
翌
昭
和
二
四
年
に
は
不
燃
化
促
進
議
員
連
盟
を
結
成
し
て
全
面
的
な
協
力
体
制
を

敷
い
た
。

『
都
市
不
燃
化
』
は
都
市
不
燃
化
同
盟
の
機
関
誌
で
昭
和
二
四
年
二
月
か
ら
三
四

年
一
〇
月
ま
で
に
全
九
七
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
戦
後
の
社
会
的
混
乱
や
経
済
的
窮
乏

の
中
で
の
都
市
不
燃
化
は
至
難
で
あ
り
、
事
業
の
達
成
に
は
更
に
長
い
年
月
を
要
す

る
。
し
か
し
、
都
市
不
燃
化
運
動
は
公
営
住
宅
の
不
燃
化
、
防
火
建
築
帯
の
建
設
、

住
宅
金
融
公
庫
の
創
設
、
住
宅
公
団
の
創
設
な
ど
多
く
の
重
要
な
事
業
を
生
み
出
し

た
。
現
在
か
ら
振
り
返
っ
て
思
え
ば
、
こ
れ
ら
が
都
市
の
安
全
性
は
も
ち
ろ
ん
、
国

民
生
活
の
質
の
向
上
に
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
感
銘
を
受
け
る
の
で
あ
る
。『
都

市
不
燃
化
』
に
は
、
戦
後
の
極
め
て
不
利
な
条
件
の
中
で
、
極
め
て
価
値
の
高
い
諸

事
業
を
発
想
し
実
行
し
た
先
人
の
英
知
と
経
験
が
語
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
日
本
の

都
市
計
画
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
と
な
る
と
こ
ろ
の
多
い
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

都
市
不
燃
化
同
盟
が
戦
災
復
興
に
向
け
た

　
　
国
民
の
思
い
を
結
集
さ
せ
た

田
中
哮
義　
（
日
本
火
災
学
会
会
長
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

従
来
ほ
ぼ
す
べ
て
木
造
で
で
き
て
い
た
日
本
の
都
市
に
と
っ
て
、
不
燃
化
は
こ
れ

ま
で
長
い
間
主
要
な
都
市
問
題
で
あ
り
続
け
た
。
近
世
に
お
け
る
防
火
対
策
で
あ
る

土
蔵
や
蔵
造
り
の
商
家
に
は
じ
ま
り
、近
代
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
耐
火
建
築
、

旧
都
市
計
画
法
か
ら
始
ま
る
防
火
地
区
指
定
な
ど
も
不
燃
化
の
絶
え
間
な
い
努
力
の

一
環
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
点4

で
の
不
燃
化
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
都
市
ス
ケ
ー
ル
で

線4

や
面4

と
し
て
の
積
極
的
な
不
燃
化
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
戦
後
す
ぐ
に
主
唱
し
、
都
市
運
動
と
し
て
担
っ
た
の
が
都
市
不
燃
化

同
盟
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
同
盟
の
機
関
誌
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
世
論

を
喚
起
し
、
法
律
制
定
に
寄
与
す
る
な
ど
、
日
本
の
都
市
不
燃
化
に
お
お
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
一
九
五
二
年
の
耐
火
建
築
促
進
法
の
成
立
に
あ
た
っ

て
は
鍵
と
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
法
に
よ
っ
て
全
国
各
地
の
中
心
市
街
地

に
防
火
路
線
帯
が
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
も
そ
の
姿
は
福
島
市
、
太
田
市
、
桐

生
市
、
新
潟
市
、
横
浜
市
、
静
岡
市
、
沼
津
市
、
名
古
屋
市
、
岡
山
市
な
ど
の
都
心

部
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
た
ん
に
線4

と
し
て
の
都
市
不
燃
化
を
担
っ
た
だ
け
で
な
く
、
建
築
の
集

合
化
を
通
し
て
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
絵
姿
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
が

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
展
示
場
と
も
言
え
る
鳥
取
市
若
桜
街
道
沿
道
の
防
火
帯
で
あ

る
。耐

火
建
築
促
進
法
は
、
そ
の
後
、
面4

的
な
不
燃
化
へ
と
戦
線
を
ひ
ろ
げ
る
防
災
建

築
街
区
造
成
法
（
一
九
六
一
年
）、
さ
ら
に
現
行
の
都
市
再
開
発
法
（
一
九
六
九
年
）

へ
と
発
展
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

都
心
の
再
生
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
そ
の
原
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
都
市
不
燃
化
運
動

が
内
在
さ
せ
て
い
た
構
想
を
、
も
う
い
ち
ど
振
り
返
っ
て
じ
っ
く
り
見
返
す
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

都
市
不
燃
化
の
構
想
を
い
ま
振
り
返
る

西
村
幸
夫

（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
・
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）

本
復
刻
版
は
後
藤
新
平
が
会
長
を
務
め
た
都
市
研
究
会
発
行
『
都
市
公
論
』
の
後
継
誌

で
あ
る
『
復
興
情
報
』『
新
都
市
』
を
収
録
。
戦
後
の
都
市
問
題
を
技
術
的
側
面
に
偏
す

る
こ
と
な
く
広
く
論
じ
、
市
政
問
題
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
貴
重
資
料
で
あ
る
。
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本
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０
、０
０
０
円
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税

戦
後
、
近
代
日
本
に
お
け
る
町
内
会
は
大
き
な
変
容
を
と
げ
た
。
新
た
な
町
づ
く
り
の

様
相
を
俯
瞰
で
き
、
行
政
と
住
民
と
の
懸
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
東
京
都
の
町

内
会
の
実
態
を
伝
え
る
『
町
会
』
及
び
改
題
誌
『
町
と
生
活
』
は
、
同
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
政
策
・
都
市
社
会
学
・
行
政
史
研
究
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。

別　

冊
＝
解
説
（
吉
原
直
樹
）・
総
目
次
・
索
引

体　

裁
＝
Ａ
５
判
／
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
６
、２
４
８
頁

推　

薦
＝
雨
宮
昭
一
・
中
田　
實
・
西
尾　
勝

揃
定
価
＝
本
体
１
８
０
、０
０
０
円
＋
税

関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
期
、
首
都
東
京
で
は
区
画
整
理
が
始
ま
り
町
名
番
地
が
変
更

さ
れ
た
。
当
時
の
「
地
籍
図
」
と
「
地
籍
台
帳
」
が
、
戦
前
期
東
京
の
景
観
復
元
を
可
能

に
し
、
社
会
・
経
済
構
造
を
解
析
す
る
。

別　

冊
＝
解
説
（
田
中　
傑
・
中
島
直
人
・
野
村
悦
子
・
初
田
香
成
）

付　

録
＝
地
籍
台
帳
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ

体　

裁
＝
Ｂ
５
判
／
Ａ
３
判
・
上
製
・
総
７
、４
９
８
頁

推　

薦
＝
伊
藤　
毅
・
北
原
糸
子
・
松
山　
巌
・
水
内
俊
雄

揃
定
価
＝
本
体
５
１
０
、０
０
０
円
＋
税

１
９
５
０
年
代
に
隆
盛
を
誇
っ
た
都
市
不
燃
化
運
動
を

牽
引
し
た「
都
市
不
燃
化
同
盟
」機
関
誌
を
復
刻
。

戦
後
建
築
・
都
市
計
画
の
推
移
が
伺
え
る
貴
重
資
料
で
あ
る
。

昭和28年度京都府住宅協会建設
堀川通椹木町団地

１
９
５
０
年
代
に
隆
盛
を
誇
っ
た
都
市
不
燃
化
運
動
を

牽
引
し
た「
都
市
不
燃
化
同
盟
」機
関
誌
を
復
刻
。

戦
後
建
築
・
都
市
計
画
の
推
移
が
伺
え
る
貴
重
資
料
で
あ
る
。
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『
都
市
不
燃
化
』
は
、
都
市
不
燃
化
同
盟
の
機
関
誌
で
、
一
九
四
九
年
二
月
に
創
刊
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
ま
で
全
九
七
号
が
刊
行
さ
れ
た
。

都
市
不
燃
化
運
動
は
、
戦
後
ま
も
な
く
都
市
不
燃
化
同
盟
を
中
心
に
開
始
さ
れ
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
隆
盛
を
誇
り
、
そ
の
後
「
再
開
発
」
と
い
う
言
葉
に
受
け
継

が
れ
て
い
っ
た
。
運
動
の
最
大
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
っ
た
田
辺
平
学
（
東
京
工
業
大
学
教
授
）
は
、
戦
災
の
惨
状
を
招
い
た
過
去
を
反
省
し
、「
不
燃
都
市
の
建
設
こ
そ
、

今
日
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
責
務
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
都
市
不
燃
化
同
盟
の
構
成
員
は
、
高
橋
龍
太
郎
会
長
（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
筆
頭
に
学
界
、
建
設
省

官
僚
、
産
業
界
と
多
様
な
分
野
の
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
理
事
会
の
下
に
あ
っ
た
事
務
局
の
幹
事
に
は
官
公
庁
関
係
者
が
多
く
、
と
り
わ
け
建
設
省
官
僚
た
ち
が
活
動
を

担
っ
て
い
た
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。こ
の
運
動
中
に
、一
九
五
〇
年
の
住
宅
金
融
公
庫
設
置
及
び
一
九
五
六
年
の
中
高
層
耐
火
建
築
物
等
建
設
資
金
融
通
制
度
創
設
、

一
九
五
一
年
の
官
庁
営
繕
法
、
一
九
五
二
年
の
耐
火
建
築
促
進
法
が
法
制
化
さ
れ
て
お
り
、
同
盟
の
影
響
力
が
伺
え
る
。

今
日
に
お
い
て
も
大
震
災
の
脅
威
の
中
、
木
密
地
域
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
東
京
都
で
は
二
〇
一
二
年
一
月
よ
り
「
木
密
地
域
不
燃
化
一
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
し
た
。
都
市
不
燃
化
運
動
や
各
都
市
の
状
況
を
詳
細
に
伝
え
た
本
誌
を
所
蔵
す
る
研
究
機
関
は
極
め
て
少
な
く
、
都
市
災
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
鋭
い
示
唆

を
与
え
る
重
要
資
料
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
復
刻
版
と
し
て
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。�

─ 

不
二
出
版

復
刻
の
辞

復
刻
の
辞

日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
建
築
分
野
は
何
か
と
い
え
ば
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
や
環
境
分

野
も
優
れ
て
い
る
が
、
独
自
性
か
ら
い
え
ば
、
や
は
り
耐
震
・
耐
火
分
野
な
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
耐
震
・
耐
火
分
野
が
発
展
し
た
背
景
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が

国
が
地
震
国
で
あ
り
、
ま
た
、
木
造
文
化
圏
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
自
然
の
驚
異
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
研
究
は
、
近
代
科
学
が
導
入
さ
れ
た
明
治
以
降
加
速
さ
れ
、
震

災
・
戦
災
復
興
と
い
っ
た
経
験
を
経
る
中
で
、
確
実
な
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
成
果
は
、
単
な
る
机
上
の
研
究
に
留
ま
ら
ず
、
実
学
と
し
て

応
用
さ
れ
、
今
日
で
は
建
築
の
機
能
と
し
て
の
耐
震
・
耐
火
性
は
当
た
り
前
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
災
復
興
の
国
土

再
建
の
目
標
と
し
て
都
市
不
燃
化
運
動
が
展
開
さ
れ
、
不
燃
化
の
意
識
が
広
く
深
く

浸
透
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
都
市
不
燃
化
運
動
を
主
導
し
た
の
が
、
一
九
四
八
年

創
設
の
都
市
不
燃
化
同
盟
で
あ
る
。
機
関
誌
『
都
市
不
燃
化
』
を
刊
行
し
、
不
燃
化

の
啓
蒙
活
動
は
も
と
よ
り
、
不
燃
化
の
実
施
に
向
け
た
圧
力
団
体
と
し
て
都
市
再
開

発
法
（
一
九
六
九
年
）
の
前
身
と
い
え
る
耐
火
建
築
促
進
法
の
制
定
（
一
九
五
二
年
）

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

私
が
専
門
と
し
て
い
る
近
代
日
本
建
築
史
分
野
で
は
、
戦
後
史
の
研
究
の
蓄
積
と

深
化
は
今
後
の
大
き
な
課
題
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
、
都
市
に
興
味
を
抱
い
た
若
き

研
究
者
た
ち
が
い
ち
早
く
戦
後
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
研
究
を
始
め
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し

た
研
究
動
向
の
中
で
、戦
後
の
建
築
と
都
市
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
文
献
で
あ
る『
都

市
不
燃
化
』
が
復
刻
さ
れ
る
こ
と
は
、
時
流
に
合
っ
た
う
れ
し
い
出
来
事
で
あ
る
。

私
が
勤
め
て
い
る
大
学
の
あ
る
横
浜
市
で
も
、
戦
後
の
防
火
帯
と
し
て
計
画
さ
れ

た
建
築
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
再
開
発
に
あ
た
っ
て
、
こ
う
し
た
建
築
に
よ

る
不
燃
都
市
を
未
来
に
向
け
、
ど
う
考
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
ヒ

ン
ト
が
、
こ
の
復
刻
さ
れ
る
『
都
市
不
燃
化
』
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
の
建
築
と
都
市
に
関
す
る
貴
重
な
基
礎
文
献
の
復
刻

を
機
に
、
戦
後
の
建
築
史
研
究
の
発
展
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

一
九
六
〇
年
代
の
東
京
で
育
っ
た
私
は
、
後
年
、
震
災
と
戦
災
で
の
二
度
の
焼
失

を
経
験
し
そ
の
恐
怖
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
東
京
に
、
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
木
造
住
宅

が
密
集
し
て
い
た
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。
昭
和
戦
後
期
に
十
数
年
間
に
わ
た
っ
て
刊

行
さ
れ
た
『
都
市
不
燃
化
』
は
そ
の
謎
へ
の
答
え
を
教
え
て
く
れ
る
。
都
市
火
災
の

恐
怖
は
確
か
に
認
識
さ
れ
、
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
不
燃
化
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
の
だ
。
た
だ
、
都
市

の
急
速
な
復
興
や
発
展
の
中
で
不
燃
化
さ
れ
た
部
分
は
限
ら
れ
て
い
た
。
耐
火
建
築

の
構
想
や
助
成
政
策
、
そ
し
て
具
体
的
な
成
果
を
示
す
一
方
で
、
消
防
関
係
者
の
論

説
や
大
規
模
火
災
の
状
況
を
載
せ
る
本
誌
は
、
戦
後
の
都
市
の
復
興
過
程
の
こ
の
よ

う
な
二
面
性
を
良
く
示
し
て
い
る
。
現
在
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
本
誌
の
体
裁
の

変
化
が
象
徴
し
て
い
る
復
興
か
ら
経
済
成
長
へ
の
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、「
不

燃
化
」
が
住
宅
難
解
決
と
な
ら
ぶ
都
市
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
直
感
的
に
は
わ

か
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
誌
を
読
み
進
め
る
と
、
そ
れ
は
確
か
に
理
解

で
き
、
ま
た
多
く
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
や
、
さ
ら
な
る
研
究
へ
の
手
掛
か
り
が
得
ら

れ
る
。戦
後
史
の
研
究
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
来
て
い
る
歴
史
学
の
立
場
か
ら
も
、

戦
後
史
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
都
市
と
住
生
活
の
変
化
を
良
く
示
す
本
誌
は
重
要

な
基
本
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
防
災
上
の
教
訓
を
得
る
立
場
か
ら
も
幅
広
い
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。当
時
の
火
災
や
消
防
活
動
の
実
況
も
も
ち
ろ
ん
貴
重
な
の
で
あ
る
が
、

当
時
の
当
事
者
の
多
く
は
、
関
東
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
戦
前
の
震
火
災
や
戦
災

火
災
を
経
験
し
て
お
り
、
随
所
に
そ
の
経
験
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
耐
火

建
築
の
助
成
に
つ
い
て
も
、
踏
ま
え
ら
れ
る
の
は
関
東
大
震
災
の
復
興
過
程
で
の
そ

れ
が
十
分
に
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
反
省
で
あ
る
。
こ
の
点
で
戦
前
・
戦
中
の
災
害
や

復
興
の
貴
重
な
史
料
で
も
あ
り
、
そ
の
復
刻
は
近
代
史
研
究
の
発
展
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
思
う
。

戦
後
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の

都
市
〝
再
考
〟
の
必
読
文
献
資
料
の
復
刻
を
喜
ぶ

内
田
青
蔵

（
神
奈
川
大
学
工
学
部
教
授
・
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

戦
後
都
市
の
な
り
た
ち
と
戦
前
も
含
め
た

災
害
・
復
興
の
史
料
と
し
て

鈴
木
　
淳

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
）

内
容
見
本

※
内
容
見
本
は
縮
小
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。


